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箱庭療 法 におけるクライエ ン トとセ ラ ピス ト問の
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
弘 中 正 美
f.問題提起 並行箱庭作成の治療的可能性
響
箱庭療 法のス タンダー ドなや り方 は,ク 浜イエ ン トが箱庭作品 を作 り,そ の過程をセラピス トが受
容的に見守るとい う形である。 しか しなが ら稀な事態として,セ ラピス トも箱庭制作に参加すること
が生 じる。ひ とつは,ク ライエ ン トとセ ラ ピス トが二人 で共 同 しで 一つの箱庭 作品 を作 る場合であ
り,もうひとつは,二人が並行 してそれぞれの箱庭作品を作る場合である。
クライエ ン トの要求等 によってこう した状況 に立ち至 ったとき,セ ラ ピス トは,箱 庭 は原則 として
ひとりで作るものであることをクライエン トに説明して,セ ラピス トが箱庭制作に直接携わる事態を
避けようとす るのがふつ うであ る。そ れは,共 同に して も並行 に して も,ク ライエ ン トはセラ ピス ト
の作る箱庭作品に強い影響を受ける可能性があ り,それはクライエン トが主体的に自分の内的世界を
取 り扱うことを大切にする箱庭療法の本来∂)やり方とは異なるか らである。
しか し,セ ラピス トの箱庭制作への参加 は,つ ねにマ イナスの効果 をもた らすのであろ うか。状 況
次第では必ず しも困った事態や,や むをえないことではなく,そこには必然的な治療関係,重 要な治
療的要因が働いている可能性もありうるのではないだろうか。
この問題を検討するために,クライエントとセラピズ トが並行 して箱庭制作を行なった事例を提示
す るこ とに したい。クライエ ン トは思春期 の男の子,セ ラピス トは筆者であ る。本事例 を並 行箱庭制
作の観点か ら検 討することに よって,箱 庭作 品を通 じて行 われるクライ'エン トー セラ ピス ト問の暗 々
裡(implicit)のコミュニケー シ ョンが持つ治療 的役割ついて論 じてみるこ とに しよう。
2.'並行箱庭 が行なわれた事例
本論は,事例そのものの検討を目的としていない。 また,検討Q対 象となる事例は,すでに事例論
文(弘 中2002)として発表 したことがある。 しか しなが ら,事例の概要 とおよその面接経過 を紹
介することは,後述する一連の箱庭作品の理解を容易にするために必要と思われる。
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{1)事例の概要
クライエ ン ト(C且)は,来談 時12歳の中学1年 生男子 である。 ひ よろ っと背 が高 く,に きびが沢
山あ って,す でに声 変わ りを してい た。 とて も真 面 目そ うな男 の子で,セ ラ ピス ト(Th)に対す る
態度 も丁寧であ ったが,対 人緊張の強い一一面 もあった。
C】の家族 は,父 親(Fa),母親(Mo),本 児 と2人 の妹,そ して父方の祖父(GF)と 祖 母(GM)
の全部で7人 の3世 代家族である。GF,GMとMoが 家業である日本の伝統的な自営業に携わって
お り,一方,Faは教師であ った。GF,Faは温厚 だが家族の リーダーシ ップを取 らない傾向があった。
GMは 自己中心的な人で,自分の思 うように家族を動かそうとする傾向があ り,そのことでGFと対
立することがあった。Moは,実 直な人で,今 は家業の中心的存在であった。妹たちは健康な子ども
た らで.CIのことを心配 していた。
CIの幼児期,Moは 家業で忙 しく,Clにじゅうぶ んな関 わ りを してあげ られ ずに淋 しい思 いを さ
せた と,Mo自 身が語 った。C.は,小 学校 入学 後,さ まざまな病気 に罹った。小学校6年 生の とき,
クラスが荒れており,その中である子どもか らい じめを受けていた。そのことを家族の誰にも話 さ
ず,2学 期 の始 まる前 になって 「学校 に行 きた くない1」 と訴え,初めてい じめの事実 を打 ら明 けた。
ちょうど椎間板ヘルニアの手術を受ける時期 と重な り,C1は2学期の始ま りと同時に入院 した。ク
ラスの友だちがClの快癒を祈 って作った千羽鶴を,担任が病院に持ってい く約束 しなが らそれを反
故にしたため,担 任に対する怒 りを表明して退院後しばらくは登校を拒否 した。中学校入学後の5月
の連休明けか ら,.体調不良のため学校に行けなくなった。その後 一時的に登校するものの,2学 期
か ら完全な不登校状態 とな り,12月になって,両 親はClに'L理治療 を受 け させ る ことを決意 した・
心理治療の場所として,筆者のいる大学附属の心理相談室が選ばれた。
Clの面接 は,週1回 、60分を原則 とし,103回行われた。Clは始 めの うちはMoに 付 き添 って もらっ
てい たが,や がて一人で来談す るよ うになった。一方,親 面接はMoが 来談.面 接開始直後 はTh側
の事情 で不 定期 であ ったが,数 ヵ月後,Th自 身がCIと は別の曜 日に,こ れ も週1回,60分 を原則
と して行った。なお,面 接 は有料 であった。
(2)箱庭療法の開始
CIはひ じょうに対 人緊張の強い子 どもであ った。最 初の面接において,Clの状 況 を確かめるため
のい くつかの質問 をThが 行 うと,CIはどの ように答 えて よいか分 か らな い様子 で顔 を赤 らめ・頭
をガリガ リと掻 き始 めるのであ った。これ以上C1の緊張 を高めるこ とは無理 と考えたThは,「 こん
な もの もある よ」 と,箱 庭 を紹 介 した。Clの面 接 を行 った部屋 は,箱 庭用具 が じゅうぶ んに備 わっ
た小 さめのプ レイルー ムであ った。Clの年齢 を考えて,カ ウンセ リングで もプレイセラ ピーで もで
きるようにその部屋を選んだのであった。
C1はもともと絵 を描 くの が好 きな子 どもで,そ のせ い もあったのか,箱 庭 にはす ぐに興味 を持 っ
て椅子か ら立 ち上がった。 しか し,彼 は棚 か ら一 つの ミニチュアを手に取 って はまた棚 に返す とい う
動作 を繰 り返 した。箱庭制 作 を始 め ようと しないClに,Thは"一 人で作 る ことに緊張 を感 じて作
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り出せ ないのではないか"と い うことを直感 した。Thが お もむろに,<一 人でや るの は照れ くさい
かな?〉 と声 をかけると,CIは戸惑いなが ら,ぼそ っと 「はあ」 と答 えた。一瞬の間 をおいてThが
く じゃあ,2人 でそれぞれ作 ろ うか?〉 と言 うと,Gは 「ええ」 と答 えた。 その答 えは,積 極 的で
ポジテ ィブな感 じを伴 っていた。プ レイルームには2つ の箱 庭が置いてあ ったの で,Thは その ひと
つをClの使 う箱 と少 し距離を離 して使 うことにした。
この ような状況の 中で,期 せず して並行箱庭制作が始 まった。Thが 並行 して作 ることに よって,
VIは自分 の制作 を注視 され る緊張 か ら開放 された ようであ った。最初 の逡 巡が嘘 の ように,Clは集
中 して作品 を作 った。以後,C1は55個に及ぶ作品 を作 り,そ の全てがThと の並行箱 庭制作 に よる
ものであった。箱庭制作以外 には,ゲ ームを した り,話 を した りして時間 を過 ごした。 しか し,箱 庭
制作がClの自己表現の主たるものであり,本事例は箱庭療法を中心 として展開したと言える。
{3)Clの状態のおよその変化
CIは来談開始事後から登校を始め,Moには 「あんな辛い思いは二度とした くない」 と,不登校の
苦 しさを漏 らした。 しか し,2年 生になつZ間 もなく,ち ょっと した風邪 をきっか け として再 び不登
校の状態に陥った。2学期になると,学校側が 「このままでは進級させられない」 と強 く登校を促 し
た。Clだけでな く,家 族 も焦 りと苦悩 を深 めた時期であった。ち ょうどその頃,GFが 持病の心臓 発
作 を起 こ して倒れ.そ の まま亡 くなって しまった。家族の危機 を察 したのか,Clは一 時登校 を始め
るが それ も長続きしなかった。3学期に入 り,クラスの友人たちが自主的に動 き始め,朝Clを迎
えに来てくれるようになった。C1はこれに応 えて再び登校 を始めたが,3年 生になると体調の悪 さ
を訴 えて登校で きない ことが多 くなった。2学 期 にな り,登 校 を促す友人 との問で"対 決"と も言 え
る意味深い出来事が生 じた。この出来事はClに強い影響を与え,Clは以後頑張って登校するように
なった。高校進学問題が現 実の もの とな り,L1はもともとの学力 か ら考 える とはるか に下の ランク
の高校を選択 し,無事に合格することがで きた。 この隣から,Clはひじょうに主体的に行動するよ
うに な った。
高校 に入学 した 後 ・ちょっと した臨 きはあ った ものの,L1は次 第に順調 に学校 に適応 し,自 信 を
持 って 自立 的に行動 する ようになった。2学 期 に入った とき,Clの顕著 な成長 を認 めたThは 来談
についてClと相談 し,今 後1ケ 月に1回 会 うことと,3月 まで よい状態 が続 くようであれば面接 を
終了することを二人で約束 した。そして,次の年の3月に面接は無事に終結 となった。
3.並 行箱庭 表 現 に表 れたCI-Thの コ ミュ.ニケー シ ョン
幽
GとTllの並行箱庭制作 は,両 者 の問の一・種の コ ミュニケ ーシ ョンとな った と思 わ れる。ふつ う
は,C1の箱庭 表現がThに 対するメッセージになるのであるが,本 事例におい ては,そ れだけでな く,
Thの箱庭表現がCIへの重要 なメッセージとなったこ とが大 きな特徴であ る。Tトは 自分の考えや思
いをClに言葉で明確 に伝 えることはほとん どなか ったが,箱 庭表現 を通 じて,実 にさ まざまなこ と
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のできないClの心情を表 していた。 また,第4回 に作 られた箱庭は,未知の世界を調べに来た探検
隊の船が 険 しい崖に阻まれて引 き返すところを表現 した。これも,自分の問題に取 り組もうとする
意思はあっても,柔軟性 を欠いてあまりにも真正面からぶつかるために挫折して しまうClの状態を
表 している と思われた。
こう したC1の 箱庭 表現 を受 けて,Thは 何 とかC且に接近 しよ うと試みる ものの,ど こに糸口があ
るのか,見 出せない状態であった。この時期にThが作った作品は,人界をはるか離れた山の中で一
匹のライオンが山越えをしょうとしている(第2回)【写真lL豊 かだがどこか人間を寄せ付けない
山奥 まで舟 で川 を遡 る(第3回)【 写真2】,山 深い ところに石仏 が置かれている(第4回),と いっ
た情景 を描 いた。Thに とって,ClのFn.題へ の取 り組み は,CIの姿 を捜 して彷復す る旅の よ うなも
ので あった。 ライオ ンはThな ので あろうか?ま た,大 仏 は固 くなった まま黙 して語 らないClの姿
なのだろうか?
この ように,初 期 の二人の箱庭制作 は,Clの内的状 態 を映 し出す一方で,Thが 容易 にCIにアプ
ローチで きない噛み合わな さを表 していた。
〔2〕戦いの始 まり ア グレッションをどう育 ててい くか
第5回～第17回(X+1年1月 ～5月)
Thの感 じていた もどか しさは,Thが 第5回 に作 った次の作品に端的 に表れることとなった。そ
れは,何 重 に も柵 で囲 まれた秘密の花 園をテーマと した作品 【写真3】 である。一人のハ ンターが銃
を持 ってこの花 園の外 に件んでいた。ハ ンターは花園に入 りたいのだが 入 り口を見つけることがで
きず に逡巡 してい るのであ った。 オー トバ イに乗 った一人の兵士がハ ンタ…のそばを通 り過 ぎようと
していた。 また,花 園の中には,泉 があ り,蛙,水 鳥,ワ ニ,ア ルマ ジロ,蛇 な どの動物がいた。
恐 ら くハ ンター はThで あろ う。Thは 銃 を持 ち。男性 的・父性 的な存在 としてClに接近 しようと
している。秘密の花園に入るのは容易なことではないがThと してもその覚悟を決めたところであっ
たQ
Clはこの作品 の兵士 に刺激 され たのか,第8回 の ときに,オ ー トバイに分乗 した兵士が登場する
作品 【写真4】 を作った。C:の説明では,第二次世界大戦の末期で,南 部戦線に向かう兵士である
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とい うこ とであった。C畳の心理治療 は始 まった ばか りであるが,Clにとっての長い時間 をかけた こ
れ までの経過を考えると,今は正に戦争の末期 なのだろうとThは理解 した。そして,い よいよ戦争
(C1の抑圧されたアグレッションが発揮 されて,事態が次の段階に展開していくこと)が生 じること
を予 感 した。 しか し,こ のあ とCIは,ジ ャングルやサバ ンナ,田 園あ るいは北 ヨー ロッパの風 景な
ど,落 ち着いて はい るが新 しい動 きを感 じさせ ない作 品 をい くつ も作 った。
このような展開の申で,Thは,第16回の面接において,海に突 き出した要塞を守る兵士たちが沖
合いに姿を現 した敵味方不明の軍艦に慌てて戦いの準備 をしているシーン 【写真5】 を表現 した。
Thは,Clに とって必 要な ことは,自 分 を押 し出 してい くア グレッシブな動 きを作 り出す ことである
と感 じていた。それゆえ,要塞 と軍艦の間で戦いが始 まることを期待 していたとも言える。
驚いた ことに,次 の回(第17回),CIは正真 正銘の戦 いの場面 【写真6】 を箱庭 に表現 した。 それ







た りする膠着 した戦いであった。CIは何度 も,「間 もなく本格的な作戦が開始 される」と,新 しい段
階への移行を予告 した。 しかしながら,実際には奇襲攻撃であった り,前哨戦であったりして,勝敗
を決めるはずの本格的な攻撃はついに行なわれなかった。
膠着 した戦いが繰 り返される中で,Thは再び強いもどかしさを感 じ始めていた。CIがどこかで現
状 を突き破って自分の問題に直面して欲 しい,自分の持つエネルギーを本当に使 うべきことに集中さ
せて欲 しい,そ れがClに対 する'['hの思いであ った。Thは この時期 ,騎 士 と騎士の 一一騎打 ち(第38
回)1写真7Lふ たつの海 を結 ぶ巨大なダム(X41回),島 の中央 に大 きくてグロテスクな貝があ り
ここを訪れる人はこの貝と出会わなければならない光景(第44回)【写真8】 などを表現 して,C1へ
のメ ッセージを送 り続 けた。 しか し,事 態 は変 わ らなか った。
{4}グレー トマザー との戦い 本 当の敵 との直面
第70回～第103回(X+2年10月～X+4年3月)
CIが抱 える問題状況 につ いて,Thが 理解 したのは次 の ようなこ とであ った。Clの家 では,男 性
的・父性的な力の働きが弱 く,女性的・母性的な支配力が強く働いている。それはわが まま放題に家族
幽
を動 か したいGMの 影 響 による ところ も大 きいが,GFやFaが 男性 的 ・父性 的 な リー ダー シップを
発揮 しようとしない こ ととも無関係ではなかった。Clもまた,GFやFaと 似 た ところがあった。 自
分 の主張は抑えて しまい,ま わ りの期待に合わせ て しま うところであ る。
また,Clの家の伝統 的な自営業 は,女 性性が勝 った性質の ものであった。GF,GMが それ を担い,
ついでMoが その家業 の中心 となっていた。 また,そ の家業 との関係 で,C1の家 には長 ら くた くさ
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んの内弟子が出入 りし,その一部は生活をともにしていた。 さらには,CIの家はその親族の中心で
あ り,Faのきょうだいが絶 えず家 を訪れる状態であった。こうした,大 家族 的な環境は,そ れ自体
が母性的な構造を持っていたと考えることができる。GFやFaがその大家族を統率するリーダーシッ
プを発揮 していればともか く,彼 らは大切な決断のときには,役 割を回避 しがちであった。
CIの問題の背後には,この ように男性的・父性的な機能が働きに くい状況が潜んでいた。思春期に
さしかか り,Clは外社会に出て行って自分を主張するだけの自信が持てなかったし,そのための適
切 なモデル も不 在 であ った。 これは,ま さに"グ レーー トマザ ー"(Neumann,El956)の支配か ら脱
することのできない思春期男子のテーマであった。
膠 着 した戦いが繰 り返 される状 況の 中で,第70回 の とき,Thは グ レー トマザー をイメー ジ しなが
ら,次のような作品 【写真9】 を作 った。それは,口 が耳まで避けた恐ろしい形相の女神像をシンボ
ルとする遺跡があ り,そこを舞台 に古代の恐竜 と象などの現代の大型の動物の戦いが行なわれている
シ ー ンで あ っ た 。
この箱庭作品が作 られた直後,現 実生活の中でClに決定的な影響を与 える事件が起 こった。それ
は,登校を促 しにC1の家にやって くるクラスメー トの中心である一人の男子生徒がClと対決する状
況を引 き起こし,そのときに,「僕はどうしても君 を学校 に連れて行 きたいんだ1」 とClの心に直接
届 く言葉を投げかけたことであった。CIは翌 日に再び迎えに来たこの友人と 「昨日はごめん」と率
直に謝罪の挨拶 を交わし合い,間 もなく頑張って登校を開始するに至るのである。
そして第73回の とき,ClはThが使ったの と同じ女神像を用いて,き わめて意味深い作品 【写真
10】を作った。時は第二次世界大戦の末期である。 ドイツ軍の部隊が遺跡のあるジャングルを占拠 し
て休養を取っている。この遺跡には莫大な財宝が埋 まっていて,そ れを手にすることができれば,戦
局を一気に挽回することがで きる。 ドイツ軍の部隊はそのことを知っていてジャングルを占拠 してい
る。 ジャングルの 中の遺跡 には,そ の シンボル と して女 神像があ った。
これまで正体不明のままC1を支配 していたものが,恐 ろしい女神像の形 をとって現れてきたよう
であった。そ して戦いに勝つためには,その女神像と対決 して新 しいパワーを獲得することが必要な
の であ ろ う。
箱庭の中にグ レー トマザーを彷彿 させる女神像が出現 したことと,男性的 ・父性的な友人との対決
が時期を…に して生 じたことは きわめて印象的である。そ して,こ れ以降,Clの箱庭における戦い
は一変する。第75回に作 られ たC1の箱庭 は,ド イ ツ軍 とイギ リス ・アメ リカ連合 軍が恐 竜の世界に タ
イムス リップして しまい,こ れまでの戦いを忘れて,そ こに現れた巨大な恐竜に銃を向けているシー
ン 【写真ll】を表 していた。Thは,恐竜は恐 ろ しい女神 像が変 わ った もの なのであろ うか・と考えた。
この後,C.の現実状況は,事 例の概要で述べたように,進 学問題を抱えなが ら急展開をし,高校
進学 後,CIは 次第 にパ ワフル となってい った。 そ して,箱 麟ll作にお・・て は・第96回の とき騎士 に





てマ リア像 に象徴 されるポジティブな女性性 ・母性性が表れたことを示す ものと思われた。そして月
光菩薩像は,マ リア像 との対照によって,男性像を象徴 しているのであろう。それもまた,優 しい男
猫 像であ り,い かに もC且らしい ものであ った。
4.並行箱庭における治療的要因
以上,並 行箱庭制作において,C1の作品とThの作品が互いに影響 しあ う状況,と りわけThの作
品がClに影響 を与える現象に焦点を当てなが ら,C1の内的問題の解決に至る過程について述べて き







を予兆 させたが これ'に先立って作 られたのがThの 「秘密の花園」の作品である。Thのこの作
品自体が,Clに近づ きた くても近づけないThの焦 りや葛藤 を表すものであった。秘密の花園のぞ
ば に停 むハ ンター は,Th自 身で あったが,ハ ンターの持 つア グ レッシ ョンを さらに高め たのが オー
トバイに乗 る兵士であったと言えよう。実は,Thはこの作品を作 ったとき,それほど意識的に兵士
を置いたわけではなかった。 しか し.どこかに現状を打開するための強力な力が働 くことを求めてい
たのであ ろ う。 ひ ょっ とす ると,兵 士 はハ ンター(Th)の 脇 を素知 らぬ素振 りで通 り過 ぎて行 こ う
とす るC1自身で あったのか もしれない。いず れに して も.,CIはこの兵士 に刺激 されて反応 し,そ れ
が戦いへの予兆を示す南部戦線に向かう兵士の作品に繋がっていった と思われる。
その後,C1の箱庭 における最初の戦いは,「ドイツ軍 とアメリカ軍の五分 と五分の戦い」の形で現
れる。 これに先立つThの 作 品は,「要塞 と敵味 方不 明め軍艦 」であ った。Thは この作品 において,
戦 い を始 め ようと しなが らも容 易に始 めないClに対 して,メ ッセ ージを送 ったと も言 える。そ して,
それに呼応 するかの ように,Clの最初 の戦 いの シー ンが作 られたのであ った。
aの 作品の,次 の大 きな変化は,膠 着 した戦いからグレー トマザーとの対決に移行するところで
生 じた。Thは グレー トマザー をイメー ジさせ る女神 像が登場する箱庭 を作 ったが,Clはそれに反応
←で,戦局を一気に挽回する財宝を隠 した遺跡のシンボルとして同 じ女神像を使ったのである。この
作品 を境 に,戦 いの様相 は一変 して,Clは グ レー トマザー との対 決へ と踏み出すのであ った。
このように,ClとThの作品の対応関係 をみると,C且の箱庭表現の重要な転換点において,ま ず
Thの作贔に込められたメッセージが先行 し,その影響 を受ける形でCIの箱庭表現が大 きな展開を
見せたことが分かる。
267
箱庭療法 におけるクライ`エン トとセラピス ト問の コミュニケー ション
本事 例の場合,Clに対するThの メ ッセー ジは,男性 的・父性的なス タンスか らの ものが多かった。
ThはC!への 関わ りにおい て,表 面的 には非介入的 ・受容的 に接 していた ものの,箱 庭 表現におい






し,Thは 本気 で箱庭制 作 に打 ち込 んだの である。それ は,Clが真 剣 に箱 庭 を作 る一方 におい て,
Thが軽 い気持 ちで箱庭 を作 るこ とはとて も許 されるこ とではない と思 えたか らである。 また,Clへ
のアプローチについて焦 りや迷いを感 じているTh白身の内面を,箱庭に表現 したい動機が湧き起
こづていたこと も事 実であ る。
必然 的に,Thの 箱庭作 品には,そ の ときその ときのGと の関係 において,Thが 切実 に感 じてい
る思いが込められたのである。ある程度言葉で説明可能なものもあったし,言葉ではどのように表現
すればよいか分 か らない きわめて漠然 とした もの もあった。いずれに して も,そ れ らの思 いは,面 接
状況とりわけ並行箱庭制作の状況において,ThがClに対 して抱いていた広い意味での逆転移的な
感情 であった。Thは,こ の逆転移的な感情 をセンサー と しなが ら,Clとのコ ミュニケー ションを取
ることを図 っていたの であ る。
た とえば,新 しい段 階 を容易 に切 り開こ うとしないCIに,Thは たびたび抗 しがたい苛立 ちを感
じた。その感情 が,Clに問題 に直面化するこ とを求めるThの 箱庭表現 に繋が ってい ったのである。
ここで も し,Thが 自分 白身の内的問題 を箱庭に表現 してい たな らば,事 態 はまった く変 わってい




(3)非言語的水準 にお ける コミュニケーシ ョンの効果
並行箱庭 は,イ メー ジを媒体 としてクライエ ン トとセラ ピス トの問で行 なわれる非言語的 コミュニ
ケ一一ションの…種 とみ なす ことが できる。 この コミュニケーションの特徴 を言語的 コミュニケーシ ョ
ンと比較 してみ よう。
言語的 コ ミュニケーシ ョンは,言 葉 を媒体 とする。言葉 はメッセー ジの内容 を意識 的・意図的に選
択・1吟味 し,明確化することに優れた媒体である。ひとつの意味を確実に伝達するには,言葉を用い




性を持っているということに他ならない。メッセージの送 り手自身が必ず しも意識 していない内容 さ
えも盛 り込 まれることがある(「秘密の花園」の作品で,Thが何 とな くオー トバイに乗った兵士を
置い たのは,こ れ に当 たる)。一 方,コ ミュニケ ーシ ョンの受 け手 は,メ ッセージに込 め られた さま
ざまな可能性の中のい くつかの部分に反応する。 『こんな感 じ』「あんな感 じ』 とい う主観的な反応で
あ る。漠然 とした レベ ルの もの もある し,「あ一,そ うなんだ 璽』 と,体 験 としてはきわめて明瞭な
もの もあるだろ う(い わゆる,「ぴった りと した感 じ」「しっ くりした感 じ」 はその よ うな場合 であ
る)。そして受け手は,この多義的で曖昧なメッセージの申から,半ば無意識的にいま自分が生かす
ことのできる部分を引 き出 して,それに反応するのである(実感 としては,ある刺激に触発されてイ
メージを喚起 させ られ る体験 であ る)。
言葉 によるメッセー ジは,明 確 に伝達で きる分,と きには受け手 にとって過剰な刺激 とな り,破 壊
的 に作用する危険性 を持つ。た とえば,セ ラ ピス トが クライエ ン トに対 して,『自分の問題 に直面 し
なさい1』 とい うメッセージを言 葉で伝えようと したな らば クライエ ン トは萎縮 して しまった り,
「そ うで きないか ら困 っているのに1」 と展発す るか も しれない。言葉で この種の メ ッセー ジを適 切
に伝 えることは,至 難の業 であろ う。 しか し,本 事例 において実際に展開 した ように,箱 庭表現 を介
する場合には,そ うとうに激 しく深い思いも不自然な彫琢や防衛=を抜 きに,率直に伝えることができ
る。.しかも,それを意味あるものとして受け止めるかどうかは,つ とに受け手の側の準備状態で決ま
る。ある程度健康な自我(神経症圏)の クライエ ントであれば,先に述べたように,い ま自分が生か
すことができる部分を選んで反応するのである。
これは また,「機が熟 す」問題 とも繋が る。本 事例において膠着 した戦 いが続いた とき,Tkは 箱
庭表現を通 じてたびたび問題への直面化の必要をCiに伝えた。 しかし機が熟 していなかったのか,
そ れ らの メッセー ジにClはなか なか反応 しなか った。そ して,本 格的 な戦 いが始 ま りそ うで始 まら
ないその緊張感が頂点に達 したぎりぎりの段階で,大 きな転換が生 じたのである。そのきっかけは
Thの 「グ レー トマザーのような女神像 」の箱庭作 品であったが,CIがついにThの メ ッセージに反
応 したの も,さ まざまの意味 で時機が到来 していたため と思 われ る。 ちょうどこの時期 に,男 性 的 ・
父性的 なパワーを持 った友人 との対決が行なわれたことも,シ ンクロニシテ ィの現象の ひとつ と考 え
る ことがで きよう。
イメージ表現 は,そ こか らさまざまな反応 を引 き出せ る豊かな可 脂性を含 み,イ メー ジを介 した コ
ミュニケーシ ョンにおいて,受 け手は必然的 なときに必 要な反応 を行 うことがで きる,そ の ような性
質の ものであ る。
以上述べて きた並行箱庭制作 におけるクライエ ン トとセラ ピス ト間の暗 々裡 の コミュニケーシ ョ
ンが持つ治療的特性は,並行箱庭制作のみではな く,スタンダー ドな箱庭療法の治療的機序にも繋が
るこどと思 われる。 もちろん,そ の場 合には,箱 庭表現 を通 じて メッセー ジを送 るのはClのみであ
るが,C1に対するに応答おいてThが箱庭表現に備わる前概念的 ・多義的なメッセージを尊重する
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